
JP 2018-196880 A 2018.12.13

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】濃縮効率を向上させて濃縮時間を短縮させるこ
とができ、且つ良好な調質効果が得られる汚泥の濃縮及
び調質装置と方法の提供。
【解決手段】汚泥排出口３とオーバフロー口４が設けら
れた本体と、気体を排出する排気口１０４が設けられた
蓋１０３とを有する、汚泥を受け入れて収容する貯留装
置１と、汚泥排出口３とオーバフロー口４との間に位置
し、汚泥を濾過して固液分離する濾過装置と、汚泥を濾
過装置の下方において貯留装置１内に搬送する汚泥取込
装置と、添加剤を濾過装置の下方において貯留装置１内
に搬送する添加剤供給装置と、汚泥排出口３に接続され
、濃縮及び調質された汚泥を排出する汚泥排出装置と、
貯留装置１と流体連通し且つ貯留装置１を囲むように構
成された調整タンク８有し、貯留装置１内の濃縮汚泥の
量を調節する濃縮汚泥調整装置とを備える汚泥の濃縮及
び調質装置Ａ、並びに濃縮及び調質装置Ａを用いて汚泥
を処理する方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚泥を受け入れて収容する貯留装置と、濾過装置と、汚泥取込装置と、添加剤供給装置
と、汚泥排出装置と、濃縮汚泥調整装置とを備える汚泥の濃縮及び調質装置であって、
　前記貯留装置は、前記貯留装置における、汚泥を受け入れて収容する内部空間を形成す
る本体及び蓋を有し、前記本体には、汚泥を前記貯留装置内から排出するための汚泥排出
口と、前記汚泥排出口の上方に位置し、汚泥濃縮の過程中に発生する濾液を排出するため
のオーバフロー口とが設けられ、
　前記濾過装置は、前記貯留装置内の汚泥を濾過して固液分離するためのものであり、前
記汚泥排出口と前記オーバフロー口の間に位置するように前記貯留装置内に設置され、
　前記汚泥取込装置は、汚泥を前記濾過装置の下方において前記貯留装置内に搬送するた
めのものであり、
　前記添加剤供給装置は、前記汚泥と混合するように添加剤を前記濾過装置の下方におい
て前記貯留装置内に搬送するためのものであり、
　前記汚泥排出装置は、濃縮及び調質された汚泥を前記貯留装置から排出するためのもの
であり、前記汚泥排出口に接続され、
　前記濃縮汚泥調整装置は、調質に対する要求に応じて前記貯留装置内の濃縮汚泥の量を
調節するためのものであり、前記濾過装置の下方において前記貯留装置と流体連通する調
整タンクを有し、前記調整タンクは、前記貯留装置の本体を囲むように構成され、
　前記貯留装置の本体は地面に設置される容器であり、ハウジングによって構成される側
壁及び底部を有する、汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項２】
　前記調整タンクは壁、天板及び底板から構成され、前記天板と底板はそれぞれ、前記貯
留装置の本体が挿通するための中心孔を有し、前記天板は、配管を介して前記本体の上部
に接続される孔口を更に有し、前記底板は、制御弁及び配管を介して前記貯留装置の本体
の下部の開口に接続される孔口を更に有する、請求項１に記載の汚泥の濃縮及び調質装置
。
【請求項３】
　前記濃縮汚泥調整装置は、前記底板の孔口と連通する配管内に設けられ、濃縮汚泥をポ
ンピングするためのポンプを更に有する、請求項２に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項４】
　前記汚泥排出口及び前記オーバフロー口が前記側壁に配置され、又は、前記汚泥排出口
が前記底部に配置され、前記オーバフロー口が前記側壁に配置される、請求項１に記載の
汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項５】
　汚泥が前記濾過装置の下方において搬送されるように、前記貯留装置は、前記濾過装置
の下方に位置し且つ前記本体の側壁又は底部に配置される汚泥取込口を更に有し、前記汚
泥取込装置は、前記汚泥取込口に接続され、又は、
　汚泥が前記濾過装置の下方において搬送されるように、前記汚泥取込装置は、前記貯留
装置内において前記本体の側壁に沿って上方から下方へ前記濾過装置の下方まで延伸する
汚泥取込管を有する、請求項１に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項６】
　前記貯留装置の蓋は、前記貯留装置内の気体を排出するための排気口を更に有する、請
求項１に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項７】
　添加剤が前記濾過装置の下方において搬送されるように、前記貯留装置は、前記濾過装
置の下方に位置する添加剤入口を更に有し、前記添加剤供給装置は、前記添加剤入口に接
続され、又は、
　添加剤が前記濾過装置の下方において搬送されるように、前記添加剤供給装置は、前記
貯留装置内において前記本体に沿って上方から下方へ前記濾過装置の下方まで延伸する添
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加剤配管を有する、請求項１に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項８】
　前記貯留装置内の汚泥を撹拌するための撹拌装置を更に備える、請求項１に記載の汚泥
の濃縮及び調質装置。
【請求項９】
　前記濾過装置は、
　少なくとも一つの板孔を有する支持板と、
　前記支持板における少なくとも一つの板孔に対応して設置される濾過アセンブリとを有
し、
　前記濾過アセンブリは、
　前記濾過アセンブリを前記支持板の板孔に連結するための固定部材と、前記固定部材に
それぞれ一端が固定連結され、他端が互いに固定連結される複数本の濾過柵とを有するケ
ージ枠と、
　前記ケージ枠に固定されて前記ケージ枠を囲む濾過網とを有する、請求項１に記載の汚
泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１０】
　前記支持板における少なくとも一つの板孔が前記支持板において規則的に配列され、又
は
　前記支持板における少なくとも一つの板孔が前記支持板において不規則的に配列され、
又は
　前記支持板における少なくとも一つの板孔が円形、三角形又は多角形である、請求項９
に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１１】
　前記支持板が扁平な板であり、又は、前記支持板が、上方に凸となるように上向きに湾
曲した形状、下方に凹となるように下向きに湾曲した形状、又は上下に波を打つように湾
曲した形状を有する、請求項９に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１２】
　前記濾過網は、前記ケージ枠を共同で囲むように互いに連結された筒状網と底網を有し
、又は、前記濾過網は一体のものである、請求項９に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１３】
　前記ケージ枠の長手方向における、前記複数本の濾過柵の中央部に少なくとも一つの補
強リングが設置されている、請求項９に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１４】
　異なる状態の汚泥に対し、濃縮に対する要求に応じて長さの異なる濾過アセンブリを採
用し得るように、前記複数本の濾過柵の長さは、汚泥の性質、及び濃縮に対する要求に応
じて調整可能である、請求項９に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１５】
　前記貯留装置の内部空間に対する仕切りを調節し得るように、 前記濾過装置は必要に
応じて上下に移動可能である、請求項１に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１６】
　前記貯留装置内における、前記濾過装置の下方であって該濾過装置に隣接する位置に、
濃縮される汚泥の圧力を測定する圧力計が設けられている、請求項１に記載の汚泥の濃縮
及び調質装置。
【請求項１７】
　前記汚泥取込装置はポンプを更に有し、前記ポンプの前端又は後端には、添加剤と汚泥
の混合用の混合器が、処理待ち汚泥と添加剤の混合を行うために設けられている、請求項
１に記載の汚泥の濃縮及び調質装置。
【請求項１８】
　請求項１に記載の汚泥の濃縮及び調質装置を用いて汚泥を処理する方法であって、
　前記汚泥取込装置によって汚泥を前記貯留装置内に継続的に搬送することと、
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　前記貯留装置内の汚泥の液面が濾過装置の取り付け位置に達したときに、前記濾過装置
による汚泥の固液分離が行われて汚泥が濃縮されるように、汚泥の搬送を継続することと
、
　汚泥の濃縮が完了した後に、前記濃縮汚泥調整装置によって前記貯留装置内の濃縮汚泥
の量を調節し、前記貯留装置内の濃縮汚泥の液面を低下させることと、
　前記添加剤供給装置によって添加剤を濃縮された汚泥内に搬送し、汚泥の調質を行うこ
とと、
　濃縮及び調質後、前記汚泥排出装置によって前記貯留装置内から調質後の汚泥を排出し
、その後、前記濃縮汚泥調整装置内に貯留される濃縮汚泥を排出することとを含む、方法
。
【請求項１９】
　前記汚泥取込装置は、前記貯留装置に入る前に処理待ち汚泥を添加剤と混合させるため
の混合器を更に有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記貯留装置内の濃縮汚泥の量が要求された量となるまで、ポンプにより又は重力のみ
により、前記貯留装置内の濃縮後の汚泥を前記濃縮汚泥調整装置の調整タンク内に送り込
む、請求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は汚泥処理装置に関し、具体的には汚泥の濃縮及び調質を行う汚泥の濃縮及び調
質装置に関する。本発明はまた、前記汚泥の濃縮及び調質装置を用いて汚泥の濃縮及び調
質を行う方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　汚水処理場において汚水を処理する際に、大量の汚泥が発生する。汚泥に含まれる汚泥
粒子は大きさがミクロンレベルのものである。汚泥の含水率は高く、一般的に９９.２%～
９９.６%である。汚泥には大量の有機成分が含まれており、実質的にコロイド状となって
いる。このような含水率の高い汚泥の搬送及び保存は非常に難しいことであり、これは、
このような含水率の高い汚泥は一般的に体積が大きく、搬送及び保存にかかる費用がかさ
むからである。また、このような汚泥を自然放置下で完全に乾燥させるのは困難であり、
汚泥を長期間にわたり保存するには、広大な土地を要する。さらに、このような汚泥には
通常重金属、有害菌などが含まれているため、例えば自然放置又は埋め立て等の一般的な
方法で処理すると、多くの場合では深刻な環境汚染を引き起こしてしまう。汚泥をより良
好に処理、処置するためには、一方では汚泥の搬送及び保存にかかる費用が減少し、他方
では続きの加工処理が容易となるように、汚泥の濃縮によって汚泥の含水率を低下させて
汚泥の体積を小さくする必要がある。従来技術では、汚泥の濃縮は一般的に重力濃縮法、
浮上法及び遠心濃縮法によって行われる。
【０００３】
　重力濃縮法とは、汚泥を汚泥濃縮池へ搬送し、自然沈降によって汚泥を池の底部に沈降
させ、上澄液を排出する方法である。このような自然沈降を利用した重力濃縮法は所要時
間が非常に長く、汚泥の沈降、分離が完了するまでに通常10時間以上もかかる。また、所
要時間が長いことにより、池の底部に沈降した汚泥が嫌気環境を形成し、その結果、脱水
後の汚泥のリン含有量が高くなり、排出基準を満たさないものとなってしまう。中国実用
新案第２０５０１１６０１Ｕ号明細書（特許文献１）では、曝気及び撹拌によって汚泥を
酸素に触れさせることで、汚泥におけるリンの放出を減少させる汚泥濃縮池が提案されて
いる。しかし、曝気及び撹拌を行っているため、汚泥を自然沈降によって濃縮させて上澄
液を排出することが一層困難となる。したがって、特許文献１の方法では、汚泥における
リンの放出は減少するものの、汚泥の濃縮にかかる時間が長くなって効率が低下するだけ
でなく、濃縮後の汚泥含水率も比較的高くなってしまう。
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【０００４】
　重力濃縮法とは反対に、浮上法では、汚泥粒子に微細な気泡を付着させることで水面に
浮上させた後、スクレーパーによって濃縮汚泥を汚泥排出槽へすり落とし、汚泥水を池の
底から流出させるようにしている。ところで、この方法もまた所要時間が長いという問題
がある。また、この方法では、粒度の大きい汚泥を気泡によって浮上させることは困難で
あるため、汚泥の粒度が大きくないことが要求される。遠心濃縮法の場合、専用のものと
して製造された遠心濃縮器内で行う必要があり、この方法では、汚泥における固体と液体
間の比重差による遠心傾向の違いを利用して汚泥と水を分離させることによって濃縮を果
たしている。しかし、遠心濃縮法には複雑で高価な専用設備を使用する必要があるため、
コストが高くなってしまう。
【０００５】
　また、含水率が高い汚泥を効果的に処理するためには、汚泥の濃縮のみならず、後に行
われる機械による脱水と乾燥等が容易になるように汚泥の特性に応じて汚泥の調質を行う
ことも必要である。これは、汚泥の親水性が非常に強く、汚泥に含まれる水分と汚泥粒子
との結合力も非常に強いからである。添加剤を添加することにより、汚泥の性質を変化さ
せることができ、汚泥コロイドの構造を破壊して水との親和性を低下させることができる
ため、汚泥の脱水性を向上させることができる。しかしながら、従来の汚泥用濃縮処理設
備はいずれも汚泥の特性に応じて汚泥の調質を行う機能を備えていない。このことは汚泥
の後続の処理に大きく影響し、汚泥処理能力の低下、生産コストの増加をもたらしている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】中国実用新案第２０５０１１６０１Ｕ号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このため、汚泥処理の分野では、汚泥の濃縮及び調質が可能であって場所を取らず、大
幅に濃縮効率を向上させて濃縮時間を短縮させることができ、予期せぬ効果を得ることが
できる、構造が簡易で洗浄が容易である装置が求められている。また、汚泥の調質を行う
際に濃縮汚泥の量を調節することができることで、より良好な調質効果が得られる汚泥の
濃縮及び調質装置も求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述目的は、本発明による汚泥の濃縮及び調質装置によって達成される。
【０００９】
　本発明は、汚泥を受け入れて収容する貯留装置と、濾過装置と、汚泥取込装置と、添加
剤供給装置と、汚泥排出装置と、濃縮汚泥調整装置とを備える汚泥の濃縮及び調質装置を
提供する。前記貯留装置は、前記貯留装置における、汚泥を受け入れて収容する内部空間
を形成する本体及び蓋を有し、前記本体には、汚泥を前記貯留装置内から排出するための
汚泥排出口と、前記汚泥排出口の上方に位置し、汚泥濃縮の過程中に発生する濾液を排出
するためのオーバフロー口とが設けられている。前記濾過装置は、前記貯留装置内の汚泥
を濾過して固液分離するためのものであり、前記汚泥排出口と前記オーバフロー口の間に
位置するように前記貯留装置内に設置されている。前記汚泥取込装置は、汚泥を前記濾過
装置の下方において前記貯留装置内に搬送するためのものである。前記添加剤供給装置は
、前記汚泥と混合するように添加剤を前記濾過装置の下方において前記貯留装置内に搬送
するためのものである。前記汚泥排出装置は、濃縮及び調質された汚泥を前記貯留装置か
ら排出するためのものであり、前記汚泥排出口に接続されている。前記濃縮汚泥調整装置
は、調質に対する要求に応じて前記貯留装置内の濃縮汚泥の量を調節するためのものであ
り、前記濾過装置の下方において前記貯留装置と流体連通する調整タンクを有し、前記調



(6) JP 2018-196880 A 2018.12.13

10

20

30

40

50

整タンクは、前記貯留装置の本体を囲むように構成されている。
【００１０】
　本発明のもう一つの実施形態において、前記濃縮汚泥調整装置は、濃縮汚泥をポンピン
グするポンプと、前記調整タンクと前記貯留装置との間の流体連通を制御する制御弁とを
更に有する。
【００１１】
　本発明のもう一つの実施形態において、前記貯留装置の本体は、地面から凹陥した領域
を用いて構成された貯留池であり、前記貯留池は、貯留池壁と底部とを有し、前記汚泥排
出口と前記オーバフロー口は、前記貯留池壁に配置されている。本発明のもう一つの実施
形態において、前記貯留装置の本体は地面に設置される容器であり、ハウジングによって
構成される側壁及び底部を有し、前記汚泥排出口及び前記オーバフロー口は、前記側壁に
配置されている。本発明のもう一つの実施形態において、前記貯留装置の本体は地面に設
置される容器であり、ハウジングによって構成される側壁及び底部を有し、前記汚泥排出
口は前記底部に配置され、前記オーバフロー口は前記側壁に配置されている。
【００１２】
　本発明のもう一つの実施形態において、汚泥が前記濾過装置の下方において搬送される
ように、前記貯留装置は、前記濾過装置の下方に位置し且つ前記本体の側壁又は底部に配
置される汚泥取込口を更に有し、前記汚泥取込装置は、前記汚泥取込口に接続されている
。本発明のもう一つの実施形態において、汚泥が前記濾過装置の下方において搬送される
ように、前記汚泥取込装置は、前記貯留装置内において前記本体の側壁に沿って上方から
下方へ前記濾過装置の下方まで延伸する汚泥取込管を有する。本発明のもう一つの実施形
態において、前記貯留装置の蓋は、前記貯留装置内の気体を排出するための排気口を更に
有してもよい。
【００１３】
　本発明のもう一つの実施形態において、添加剤が前記濾過装置の下方において搬送され
るように、前記貯留装置は、前記濾過装置の下方に位置する添加剤入口を更に有し、前記
添加剤供給装置は、前記添加剤入口に接続されている。本発明のもう一つの実施形態にお
いて、添加剤が前記濾過装置の下方において搬送されるように、前記添加剤供給装置は、
前記貯留装置内において前記本体に沿って上方から下方へ前記濾過装置の下方まで延伸す
る添加剤配管を有する。本発明のもう一つの実施形態において、前記汚泥の濃縮及び調質
装置は、前記貯留装置内の汚泥を撹拌するための撹拌装置を更に備える。
【００１４】
　本発明のもう一つの実施形態において、汚泥の濃縮及び調質装置の前記濾過装置は、少
なくとも一つの板孔を有する支持板と、前記支持板における少なくとも一つの板孔に対応
して設置される濾過アセンブリとを有し、前記濾過アセンブリは、前記濾過アセンブリを
前記支持板の板孔に連結するための固定部材と、前記固定部材にそれぞれ一端が固定連結
され、他端が互いに固定連結される複数本の濾過柵とを有するケージ枠と、前記ケージ枠
に固定されて前記ケージ枠を囲む濾過網とを有する。本発明のもう一つの実施形態におい
て、前記支持板における少なくとも一つの板孔は前記支持板において規則的に配列されて
いる。本発明のもう一つの実施形態において、前記支持板における少なくとも一つの板孔
は前記支持板において不規則的に配列されている。本発明のもう一つの実施形態において
、前記支持板における少なくとも一つの板孔は円形、三角形又は多角形である。本発明の
もう一つの実施形態において、前記支持板は扁平な板である。本発明のもう一つの実施形
態において、前記支持板は、上方に凸となるように上向きに湾曲した形状、下方に凹とな
るように下向きに湾曲した形状、又は上下に波を打つように湾曲した形状を有する。本発
明のもう一つの実施形態において、前記ケージ枠を共同で囲むように互いに連結された筒
状網と底網を有する。本発明のもう一つの実施形態において、前記濾過網は一体のもので
ある。本発明のもう一つの実施形態において、前記ケージ枠の長手方向における、前記複
数本の濾過柵の中央部に補強リングが設置されている。本発明のもう一つの実施形態にお
いて、前記複数本の濾過柵の長さは、汚泥の性質、及び濃縮に対する要求に応じて調整可
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能である。本発明のもう一つの実施形態において、 前記貯留装置の内部空間に対する仕
切りを調節し得るように、 前記濾過装置は上下に移動可能である。
【００１５】
　本発明のもう一つの実施形態において、前記貯留装置内における、前記濾過装置の下方
であって該濾過装置に隣接する位置に、濃縮される汚泥の圧力を測定する圧力計が設けら
れている。本発明のもう一つの実施形態において、前記汚泥取込装置はポンプを更に有し
、前記ポンプの前端又は後端には、添加剤と汚泥の混合用の混合器が、処理待ち汚泥と添
加剤の混合を行うために設けられている。本発明のもう一つの実施形態において、前記汚
泥の濃縮及び調質装置は、前記汚泥の濃縮及び調質装置の下流の各設備から回収された汚
泥を前記汚泥の濃縮及び調質装置の貯留装置内に搬送する汚泥返送装置を更に有してもよ
い。
【００１６】
　本発明は、上述した汚泥の濃縮及び調質装置を用いて汚泥を処理する方法であって、前
記汚泥取込装置によって汚泥を前記貯留装置内に継続的に搬送することと、前記貯留装置
内の汚泥の液面が濾過装置の取り付け位置に達したときに、前記濾過装置によって汚泥を
固液分離して汚泥を濃縮することと、前記貯留装置内の濃縮汚泥の量が適切であるか否か
を、調質工程に対する要求に基づいて判定し、濃縮汚泥の量が適切な量より多い場合、前
記濃縮汚泥調整装置によって前記貯留装置内の濃縮汚泥の量を調節することと、前記添加
剤供給装置によって添加剤を濃縮された汚泥内に搬送し、汚泥の調質を行うことと、濃縮
及び調質後、前記汚泥排出装置によって前記貯留装置内から調質後の汚泥を排出すること
とを含む方法を提供する。
【００１７】
　本発明のもう一つの実施形態において、前記方法は、汚泥排出装置によって前記貯留装
置内から濃縮及び調質後の汚泥を排出した後、前記調整タンク内の調質されていない濃縮
汚泥を、調質を行うために前記貯留装置内に返送することを更に含む。本発明のもう一つ
の実施形態において、前記汚泥取込装置は、濃縮効率が更に向上するように、前記貯留装
置に入る前に処理待ち汚泥を添加剤と混合させるための混合器を更に有する。本発明のも
う一つの実施形態において、前記方法は、汚泥の濃縮及び調質装置の下流の各設備から回
収された汚泥を貯留装置内に搬送することで、回収された汚泥と汚水処理場からの汚泥と
を混合させ、両者に対する濃縮及び調質処理を一緒に行うことを更に含む。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る汚泥の濃縮及び調質装置の一実施形態を示す図である。
【図２】図１の線Ｂ－Ｂに沿った断面図である。
【図３】図１の濾過装置を示す図である。
【図４】図３の濾過装置における濾過アセンブリを示す分解図である。
【図５】濾過アセンブリにおけるケージ枠の他の実施形態を示す図である。
【図６】本発明に係る汚泥の濃縮及び調質装置を用いて汚泥の濃縮及び調質処理を行う方
法の一実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の上述した目的及び他の目的、特徴並びに利点をより完全に認識し理解で
きるように、本発明の具体的な実施形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２０】
　内容を明瞭に表示するため、本明細書に添付する図面は縮尺どおりに描かれていないこ
と、そして、同様又は類似の部材や部分には、同様又は類似の参照番号が付されているこ
とは理解されるであろう。また、本明細書に記載されたあらゆる実施形態及びそれらに含
まれる技術的特徴を適切に組み合わせ得ることは理解されるであろう。
【００２１】
　図１は、本発明に係る汚泥の濃縮及び調質装置Ａの一つの実施形態を示す図である。汚
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泥の濃縮及び調質装置Ａは、汚泥を受け入れて一時的に貯留する貯留装置を備える。図１
に示す実施形態において、該貯留装置は容器タンク１であり、壁１０１、底板１０２及び
蓋１０３を有する。壁１０１、底板１０２及び蓋１０３により、該容器タンクにおける汚
泥収容用内部空間が画成されている。該容器タンク１は、例えば金属材料又はコンクリー
ト類の建築材料などの任意の適切な材料で製造され得る。容器タンク１は、例えば地中に
埋設されている貯留池などの他の任意の適切な形式のものであってよいことは容易に理解
できるであろう。この場合、このような貯留池は、貯留池壁と、底部と、貯留池を覆うた
めの蓋とを有する。図１に示す実施形態において、容器タンク１は略円筒形であるが、汚
泥を収容できる内部空間を有していればよく、例えば球体、直方体、立方体など、必要に
応じて任意の適切な他の形状を有してよい。容器タンク１の壁１０１の下部に汚泥取込口
２と汚泥排出口３が夫々設けられている。容器タンク１の壁１０１の上部には、汚泥処理
の過程中に発生する濾液を排出するためのオーバフロー口４が汚泥取込口２の上方に設け
られている。オーバフロー口４の位置が汚泥排出口３の位置より高ければよく、汚泥取込
口２、汚泥排出口３及びオーバフロー口４は必要に応じて容器タンク１における他の位置
に設けられてもよいことは当然、容易に理解できるであろう。オーバフロー口４は、濾液
を直接に排出できるように、汚水処理場の汚水処理システムに直接に連通してもよい。ま
た、容器タンク１の内部空間から気体を排出できるように、オーバフロー口４を大気に連
通させてもよい。この場合、専用の排気口の設置を省略することができる。汚泥取込口２
及び／又は汚泥排出口３は、容器タンク１の底板１０２に設けられてもよい。容器タンク
１の蓋１０３は、撹拌器のような装置の回転軸が挿通するための軸孔を有してもよい。ま
た、蓋１０３は、容器タンク１の内部空間から気体を排出するための排気口１０４を更に
有してもよい。
【００２２】
　汚泥の濃縮及び調質装置Ａは、汚泥取込装置及び汚泥排出装置を更に備える。図１に示
すように、汚泥取込装置は汚泥取込管１３、ポンプ１１及び弁装置９を有し、汚泥排出装
置は第一の制御弁１０ａ及び汚泥排出管１４を有する。必要に応じて汚泥排出装置は対応
のポンプを有してもよい。汚泥取込管１３は汚泥取込口２に接続され、ポンプ１１は汚泥
取込管１３内に設置される。汚泥は、ポンプ１１によって汚泥取込管１３から汚泥取込口
２を介して容器タンク１内にポンピングされる。図に示す汚泥の濃縮及び調質装置Ａにお
いて、弁装置９は汚泥の供給を制御するものであって、逆止弁、調節弁などの弁又はスイ
ッチであってよい。汚泥取込装置に設置される弁装置９によって、容器タンク１内に入り
込む汚泥をよりよく制御することができる。なお、汚泥取込口２を容器タンク１の壁１０
１の下部又は容器タンク１の底板１０２に設け、且つ汚泥取込装置内に弁装置９を設ける
ことで、容器タンク１内に入り込んだ汚泥が汚泥取込管１３内へ逆流することを有効に防
止することができる。図１に示すように、第一の制御弁１０ａは、汚泥排出口３に接続さ
れ、且つ汚泥排出管１４に接続されている。第一の制御弁１０ａを操作することにより、
汚泥を容器タンク１内から、汚泥排出口３を介して汚泥排出管１４から排出することがで
きる。なお、第一の制御弁１０ａとの協働により、濃縮後の汚泥を容器タンク１内から、
汚泥排出口３を介して汚泥排出管１４から排出できるように、汚泥排出管１４内に対応の
ポンプを設置してもよい。
【００２３】
　図１に示すように、汚泥取込装置は、ポンプ１１の右側に設置される混合器１２を有し
てもよい。混合器１２の利用により、添加剤を添加することで、例えば汚泥井からの処理
待ち汚泥を予備混合することができ、処理待ちの汚泥と添加剤とを均一に混合することが
できる。予備混合の後にポンプ１１が起動され、添加剤と混合した汚泥が容器タンク１内
に搬送される。図示されない他の実施形態において、混合器１２は汚泥取込口２とポンプ
１１の間に設置されてもよい。この場合では、ポンプ１１が起動されて処理待ち汚泥が混
合器１２内に搬送された後、混合器１２内に添加剤を添加し、汚泥と添加剤を十分に混合
させる。汚泥含水率が要求された濃縮濃度に達すると、添加剤の供給が止められ、汚泥が
容器タンク１内にポンピングされる。混合器１２は必須でないことは当然、容易に理解で
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きるであろう。一部の場合、汚泥取込装置は混合器１２を有さなくてもよい。
【００２４】
　図１に示す汚泥の濃縮及び調質装置Ａは、汚泥を濾過して固液分離する濾過装置を更に
備える。濾過装置は、オーバフロー口４と汚泥取込口２の間に位置し且つオーバフロー口
４に隣接するように、容器タンク１内に設置されている。図１に示す実施形態において、
濾過装置は支持板５及び対応の濾過アセンブリ６を有する。濾過アセンブリ６の濾過網６
１は、液体のみ通過可能な濾布で製造されたものであってもよく、バイオフィルム素材、
金属網状物又は他の使用可能な材料で製造されたものであってもよい。汚泥処理の過程中
に、濃縮時間を短縮し濃縮効率を高めるため、処理待ちの汚泥中に添加剤を添加すること
ができる。汚泥と添加剤が反応すると、添加剤の作用によって汚泥粒子が凝集していく。
汚泥粒子自体は負電荷を帯びており、互いに反発する。また、水和作用によって汚泥粒子
の表面に水の層が付着するため、汚泥粒子同士の結合が更に阻まれ、最終的には、安定し
たコロイド状物質が形成される。汚泥に添加剤を添加することで、汚泥中の汚泥粒子に対
して電荷中和又は吸着架橋作用を起こすことができ、これにより汚泥のコロイド粒子の安
定性が破壊され、分散した汚泥の小さな粒子同士が凝集して大きな粒子が形成される。汚
泥が汚泥取込口２を通って容器タンク１内に継続的に送り込まれると、汚泥に含まれる液
体は濾過装置を継続的に通過してオーバフロー口４から排出される。一方、汚泥粒子は濾
過装置によって止められ、素早い固液分離が実現され、濃縮時間が更に短縮される。図１
に示すように、容器タンク１の壁１０１における、濾過装置の下方であって該濾過装置に
隣接する位置には、濃縮される汚泥の圧力を測定するための圧力計１５が設けられている
。濃縮される汚泥の濃度が上昇するにつれて圧力は上昇する。したがって、圧力を測定す
ることで現在の汚泥の濃度状態を知ることができる。圧力計１５の示度が設定値に達する
と、容器タンク１内の汚泥が所望の濃度に達したと考えられるため、汚泥取込装置内のポ
ンプ１１を停止させて容器タンク１内への汚泥の送り込みを止め、汚泥の濃縮工程が完了
する。
【００２５】
　図１に示すように、汚泥の濃縮及び調質装置Ａは、濃縮が完了した汚泥と混合すること
で汚泥を調質するために添加剤を容器タンク１内へ搬送する添加剤供給装置を更に備える
。図１に示す実施形態において、添加剤供給装置は第二の制御弁１０ｂ及び添加剤搬送管
１８を有する。第二の制御弁１０ｂは、容器タンク１の壁１０１における添加剤受入開口
１０７に接続され、該添加剤受入開口１０７は、濾過装置の下方に位置し且つ汚泥取込口
２の上方に位置する。容器タンク１内に搬送された汚泥の濃縮が完了し且つ濃度が所望濃
度に達すると、第二の制御弁１０ｂを開状態にして添加剤を添加剤搬送管１８、第二の制
御弁１０ｂ及び添加剤受入開口１０７を介して容器タンク１内の濃縮汚泥に向けて搬送し
、濃縮後の汚泥の調質を行う。理解すべきことに、図１では一つの添加剤搬送管１８を概
略的に示しているに過ぎない。添加剤供給装置は、異なる添加剤を貯留装置内に搬送でき
るように、必要に応じて１つより多くの添加剤搬送管を有してもよいことは、当業者であ
れば容易に理解できることである。
【００２６】
　図１に示す実施形態には、撹拌装置７が更に備えられている。撹拌装置７は、回転軸７
０２と、回転軸７０２の一端に位置する羽根７０１とを有する。図示の実施形態において
、羽根７０１は、複数の棒状部材が溶接やボルト接続などの適切な方法で互いに接続され
て構成されたものである。しかしながら、羽根７０１は、例えば、ブレード（例えばプロ
ペラブレード）を有する形状に構成されるなど、任意の適切な形式のものであってよいこ
とは容易に理解できるであろう。回転軸７０２は、蓋１０３の軸孔及び濾過装置の支持板
５における中心孔５０２に挿通されて容器タンク１の中心における縦方向の軸線に沿って
配置されている。また、羽根７０１は、容器タンク１内において濾過装置と容器タンク１
の底板１０２との間に位置するように配置される。回転軸７０２は、伝動装置（図示せず
）を介して動力装置（同様に図示せず）に連結されている。撹拌の必要がある場合、前記
動力装置を起動させて回転軸７０２を回転駆動させることで、回転軸７０２に連動して羽
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根７０１が回転し、汚泥が撹拌される。
【００２７】
　撹拌装置７の撹拌により、汚泥と添加剤の反応が加速され、それらの混合が均一に行わ
れる。撹拌装置７は、汚泥の濃縮が促進されるように、濃縮段階において汚泥を機械撹拌
するために使用されてもよく、濃縮された汚泥と添加剤とが十分に反応するように、調質
段階において汚泥を機械撹拌するために使用されてもよい。調質が完了すると、撹拌装置
７が停止される。その後、汚泥貯留池に送り込むため又は次の機械脱水工程を行うため、
第一の制御弁１０ａを開状態にし、濃縮及び調質後の汚泥を、汚泥排出口３、第一の制御
弁１０ａ及び汚泥排出管を介して容器タンク１から排出する。しかしながら、撹拌装置７
は必須の構成でないことは容易に理解できるであろう。実際の状況に応じて、汚泥の濃縮
及び調質装置は撹拌装置７を備えなくてもよい。また、撹拌装置７の羽根は実際の需要に
応じて任意の適切な他の形式の形状や構造を有してもよい。
【００２８】
　なお、本願の図示しない実施形態において、容器タンク１の壁１０１に設けられる汚泥
取込口２の代わりに、汚泥取込装置の汚泥取込管１３が、容器タンク１の上方から例えば
蓋１０３そして対応して濾過装置を貫通し、容器タンク１の壁１０１に沿うように、濾過
装置の下方（例えば容器タンク１の底板１０２付近）まで延びる構成とすることもできる
。この場合、濾過装置の下方まで延びた汚泥取込管１３の開口端が汚泥取込口２となり、
この構成により、汚泥を濾過装置の下方において容器タンク１内に搬送することができる
。また、容器タンク１の壁１０１に設けられた添加剤受入開口の代りに、同様に添加剤供
給装置の添加剤搬送管１８が、容器タンク１の上方から例えば蓋１０３そして対応して濾
過装置を貫通し、容器タンク１の壁１０１に沿うように、濾過装置の下方まで延びる構成
としてもよい。この構成により、添加剤を濾過装置の下方において容器タンク１内に搬送
することができ、この場合、濾過装置の下方まで延びる添加剤搬送管１８の開口端が添加
剤開口となる。
【００２９】
　図１には、調整タンク８、第三の制御弁１０ｃ、配管１６及び配管１９、ポンプ１６ａ
を有する濃縮汚泥調整装置が更に示されている。調整タンク８は壁８０１、底板８０２及
び天板８０３を有し、容器タンク１を囲むように構成されている。したがって、底板８０
２及び天板８０３は、容器タンク１が挿通する中心孔を有するように構成されている。壁
８０１は、底板８０２と天板８０３の間を連結し、汚泥を収容する調整タンク８の内部空
間を底板８０２及び天板８０３と共に構成する。底板８０２は、第三の制御弁１０ｃと配
管１６を介して容器タンク１の壁１０１における開口１０５に接続される孔口８１を有す
る。開口１０５は、壁１０１の下部に位置する。ポンプ１６ａは、配管１６内に設置され
ており、容器タンク１内の濃縮汚泥を調整タンク８内にポンピングし、且つ調整タンク８
内の汚泥を容器タンク１内に返送するためのものである。天板８０３は、配管１９を介し
て容器タンク１の壁１０１における開口１０６に接続される孔口８２を有する。開口１０
６は、濾過装置の上方にあるように壁１０１の上部に位置している。調整タンク８内の気
体は孔口８２を介して排出される。他の実施形態において、配管１９の設置を省略するこ
とができ、これにより孔口８２は直接大気に連通し、調整タンク８内の気体を排出できる
。調整タンク８の壁８０１には、調整タンク８内の汚泥の液面を測定するための液面計１
７が更に設けられている。汚泥の液面が液面計７１の所在位置に達すると、ポンプ１６ａ
を停止すると同時に、第三の制御弁１０ｃを閉状態にすることで、調整タンク８内への濃
縮後の汚泥のポンピングが停止される。
【００３０】
　また、他の実施形態において、実際の需要に応じて濃縮汚泥調整装置はポンプ１６ａを
有しなくてもよい。その代わりに、調整タンク８が容器タンク１に対して適切な高さに配
置される構成とすることで、調整タンク内への濃縮汚泥の送り込み及びその後の調整タン
ク８からの濃縮汚泥の排出を重力によって実現することができる。例えば、調整タンク８
の底板８０２を容器タンク１内の濾過装置の下方（例えば容器タンク１の下部）に配置す
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る。これにより、濃縮が完了すると、第三の制御弁１０ｃを開状態にすることで、容器タ
ンク１内の汚泥は重力によって調整タンク８内に流れる。調整タンク８内の汚泥の高さが
液面計１７の所在位置に達すると、第三の制御弁１０ｃを閉状態にする。調整タンク８内
の汚泥を排出する場合では、まず容器タンク１内の汚泥を全て排出し、その後第三の制御
弁１０ｃを開状態にすることで、調整タンク８内の汚泥は調整タンク８内から容器タンク
１内に排出される。本発明の一実施形態において、調整タンク８内のすべての汚泥が容器
タンク１内に排出されるように、容器タンク１における、調整タンク８の底板８０２より
下方の空間は、調整タンク８と同等又はより大きい容積を有する。
【００３１】
　図２は、図１に示す汚泥の濃縮及び調質装置の線Ｂ－Ｂに沿った断面図である。図２に
示すように、調整タンク８の壁８０１の横断面は略正方形であり、調整タンク８の壁８０
１は四つの板が互いに接続して構成されたものである。但し、調整タンク８の壁８０１が
例えば円形等の他の形状の横断面を有してもよいことは容易に理解できることである。調
整タンク８の壁８０１は、任意の数の板から構成されてもよく、一枚の板で円筒形に構成
されてもよい。また、調整タンク８の底板８０２、壁８０１及び天板８０３が一体的に形
成されてもよい。調整タンク８全体の形状は、立方体、直方体、球体又は円筒形などの形
状であってよい。また、調整タンク８は、例えば金属材料又はコンクリート類の建築材料
などの任意の適切な材料で製造され得る。
【００３２】
　濃縮汚泥調整装置によれば、汚泥の濃縮及び調質装置Ａにおいて汚泥の濃縮が完了した
後に、一部の濃縮汚泥を調整タンク８内に移すことが可能となり、これにより、満足のい
く調質効果が得られるように、汚泥の濃縮及び調質装置Ａの容器タンク１内の濃縮汚泥の
量を調質に対する要求に応じて調節することができる。調質された汚泥が汚泥排出口３か
ら排出された後、濃縮汚泥調整装置の調整タンク８内の調質されていない汚泥は、調質を
行うため又は直接排出するために汚泥の濃縮及び調質装置Ａの容器タンク１内に再び送り
込まれる。なお、濃縮汚泥が調整タンク８に流れるにつれ、容器タンク１内の液面は濾過
装置の下方まで下がる。その過程中に、オーバフロー口４から排出されていない一部の濾
液も下方に流れる。この濾液が濾過装置内の濾過アセンブリ（特に濾過網）を流れること
で、濾過網に付着する汚泥が洗い落とされる。これにより、濾過装置に対する一定の洗浄
効果が得られる。
【００３３】
　図３は、図１の汚泥の濃縮及び調質装置Ａにおける濾過装置の一実施形態を示す図であ
る。この実施形態において、濾過装置は支持板５と濾過アセンブリ６を有する。支持板５
は略扁平な板であり、容器タンク１内に収容されるように、その外周輪郭が容器タンク１
の壁１０１の内周輪郭に適合する形状に構成されている。支持板５は、撹拌装置７の回転
軸７０１が挿通する中心孔５０２に加え、汚泥の濃縮中に濾過された液体が通過できるよ
うに、少なくとも一つの板孔５０１を有する。板孔５０１は、規則的に又は不規則的に配
列されてよい。また、板孔５０１は、例えば円形、三角形、多角形などの任意の適切な形
状であってよい。支持板５における各板孔５０１に対応して汚泥の濾過用の濾過アセンブ
リ６が設置されている。該濾過アセンブリ６は、濾過網６１とケージ枠６２を有する。濾
過網６１は、液体のみ通過可能な濾布で製造されたものであってもよく、バイオフィルム
素材、金属網状物又は他の使用可能な材料で製造されたものであってもよい。
【００３４】
　図４に示すように、濾過網６１は筒状網６１１と底網６１２を有し、ケージ枠６２は固
定部材６２１と少なくとも一つの濾過柵６２２とを有する。但し、濾過網６１が一体のも
のであってもよいこと、前記固定部材６２１と濾過柵６２２が一体的に形成されてもよい
こと、又は前記濾過網６１、固定部材６２１及び濾過柵６２２が一体的に形成されてもよ
いことは、容易に理解できたことである。固定部材６２１は、濾過アセンブリ６を支持板
５における板孔５０１に連結するためのものである。固定部材６２１は、例えばボルト接
続、溶接、粘着作用による粘着、適切な係合装置による係合などの任意の適切な方法で板
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孔５０１に連結され得る。濾過柵６２２は、一端が固定部材６２１に固定連結され、他端
が連結リングを介して互いに連結される。濾過柵６２２は、汚泥の圧力又は衝撃力によっ
て濾過網６１が折り畳んだり、変形したり、詰まったりしないように濾過網６１を支持し
固定するためのものである。濾過柵６２２の数量及び形状は実際の需要に応じて選択でき
ることは、当業者であれば容易に理解できることである。なお、前記支持板５、濾過アセ
ンブリ６は一体的に製造されてもよい。
【００３５】
　図４に示す実施形態において、濾過柵６２２の数は三つである。但し、当業者は実際の
状況に応じて任意の適切な数及び任意の適切な形状を選択することができる。図５は、濾
過アセンブリ６におけるケージ枠６２の他の実施形態を示す図である。この実施形態にお
いて、ケージ枠６２は五つの濾過柵６２２を有し、該ケージ枠６２の長手方向の中央部に
は、少なくとも一つの補強リング６２３が設置されている。ケージ枠６２の強度が上がる
ように、少なくとも一つの補強リング６２３は各濾過柵と固定連結されている。
【００３６】
　本願の図３に示す濾過装置の実施形態において、支持板５は円形の扁平な板である。但
し、支持板５は、例えば上方に凸となるように上向きに湾曲した形状、下方に凹となるよ
うに下向きに湾曲した形状、又は上下に波を打つように湾曲した形状などの任意の他の適
切な形状であってもよい。また、図示しない実施形態において、濾過柵６２２の長さは、
汚泥の性質や濃縮に対する要求に応じて調整可能であり、異なる状態の汚泥に対し、濃縮
に対する要求に応じて交換により長さの異なる濾過アセンブリ６を使用することが可能で
ある。
【００３７】
　本願の図示しない実施形態において、汚泥の濃縮及び調質装置は汚泥返送装置を更に備
える。該汚泥返送装置は一つ又は複数の返送汚泥入口、返送汚泥出口、気体出口及び分離
装置を有する。前記一つ又は複数の返送汚泥入口はそれぞれ、一端において前記分離装置
に接続され、他端において前記汚泥の濃縮及び調質装置の下流にある各設備における汚泥
収集装置に接続され、汚泥収集装置によってこれらの設備から回収された汚泥は返送汚泥
入口を介して分離装置内に搬送される。例えば、これら設備から回収された汚泥は高圧気
体によって分離装置内に搬送される。分離装置は、回収された汚泥を分離するものであり
、例えば回収された汚泥を、汚泥を搬送する高圧気体から分離する。一実施形態において
、分離装置はサイクロン分離装置である。他の実施形態において、分離装置は、気体の流
動経路に設置された濾過器（例えば濾過網）のみを有する装置であってもよい。この場合
、気体が濾過器を流れることで、搬送された汚泥が濾過器によって止められ、気体から分
離される。返送汚泥出口は、一端において分離装置に接続され、他端において濾過装置の
下方にあるように汚泥の濃縮及び調質装置の容器タンクに接続される。気体出口は、一端
が分離装置に接続され、他端が（濾過装置の上方において）容器タンクの上部に接続され
るか、高圧気体を回収する気体サイクル配管に接続される。これにより、汚泥と分離され
た気体は気体出口を介して排出又は回収される。一方、回収された汚泥は、汚泥の濃縮及
び調質装置内に搬送されて処理される。該汚泥返送装置によれば、汚泥の濃縮及び調質装
置は、汚水処理場からの高含水率の汚泥のみならず、汚泥処理生産ラインの下流の各設備
からの汚泥も処理することができる。その結果、汚泥処理生産ラインにおいて汚泥の回収
又は処理装置を別途設ける必要がなくなり、土地、建設及び装置などのコストが大幅に節
約される。
【００３８】
　また、本願の図示しない他の更なる実施形態において、貯留装置又は容器タンク内にお
ける濾過装置の位置は上下に調節可能である。これにより、濾過装置及び貯留装置の底部
によって限定される貯留装置内の空間の大きさを調節することが可能となる（言い換える
と、濾過装置による貯留装置の内部空間に対する仕切りを調節することが可能となる）。
汚泥の搬送開始から汚泥の濃縮完了までの所要時間は該空間の大きさによって影響される
。該空間が大きいほど、所要時間は長くなる。一方、該空間が小さいほど、所要時間は短
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くなり、当然なことに、濃縮が完了する汚泥の量も減少する。したがって、貯留装置内に
おける濾過装置の位置は使用過程中に必要に応じて調節可能である。なお、本発明の更な
る他の実施形態において、濾過装置は濾過網のみから構成されてもよい。
【００３９】
　本発明の濾過装置によれば、濾過装置の製造の難易度及びメンテナンスコストを大幅に
低減することができる。例えば、支持板5は、濃縮過程中に汚泥によって加えられる圧力
及び衝撃力に抵抗し、それ自体が変形又は損傷しないように、容器タンク1の横断面積全
体にわたって十分な強度を提供することができる。支持板５の板孔５０１に連結された濾
過アセンブリはケージ枠６２を有し、容器タンク１内からの汚泥による濾過アセンブリへ
の衝撃及び圧力によって濾過アセンブリが変形したり折り畳んだりしないように、濾過ア
センブリ６はケージ枠６２によって十分な強度が提供されている。濾過網６１はケージ枠
６２を囲む筒状網６１１と、底網６１２とを有する。これにより、濾過アセンブリ６は縦
長方向において一定の延伸部分を有するので十分な濾過面積が確保され、濾過効率が向上
し、濃縮に要する時間が短縮される。濾過アセンブリが破損した場合又は実際の作動状況
に応じて濾過アセンブリを交換する必要があった場合、支持板５から対応の濾過アセンブ
リを取り外してメンテナンス又は交換を行えばよく、濾過装置全体を交換する必要はない
ので、メンテナンスコストを大幅に低減することができる。
【００４０】
　図６は、図１に示す本発明に係る汚泥の濃縮及び調質装置を用いて汚泥の濃縮及び調質
処理を行う方法３００の好ましい実施形態を示す図である。該実施形態の汚泥の濃縮及び
調質方法３００は以下のように行われる。
【００４１】
　ブロック３０１では、汚泥取込装置の汚泥取込管１３内のポンプ１１及び弁装置９を作
動させることで、例えば汚泥井からの処理待ち汚泥を、汚泥取込管１３に沿って汚泥取込
口２を介して容器タンク１内にポンピングする。汚泥が汚泥取込管１３から汚泥取込口２
を介して容器タンク１へ搬送されていくと、容器タンク１内の汚泥が増え、汚泥の液面が
次第に上昇する。
【００４２】
　ブロック３０２では、汚泥の液面が濾過装置の取り付け位置（例えば濾過装置の濾過ア
センブリ６の取り付け位置）に達すると、容器タンク１内への汚泥の搬送は継続され、該
濾過装置の濾過網６１は液体のみを通過させるので、汚泥は濾過網６１の外部に隔離され
て固液が分離し、上部での濾過によって生成された濾液は、オーバフロー口４から直接排
出される。処理待ち汚泥が汚泥取込口２から連続的に送り込まれることで、容器タンク１
内での汚泥の連続的な濃縮が実現され、汚泥と水の分離を待つことなく、上部での濾過に
よって濾液を排出することができる。容器タンク１のハウジング１０１に設置されている
圧力計１５の示度が設定された数値に達し、汚泥の濃度が所望の濃度に達したことが示さ
れると、汚泥取込管１３におけるポンプ１１が停止されて弁装置９が閉止され、濃縮工程
が完成する。
【００４３】
　ブロック３０３では、第三の制御弁１０ｃが開かれ、容器タンク１内の濃縮汚泥が要求
された量となるまで、ポンプ１６ａ又は重力のみにより、容器タンク内の濃縮後の汚泥が
、開口１０５、配管１６、第三の制御弁１０ｃ及び孔口８１を介して濃縮汚泥調整装置の
調整タンク８内に送り込まれる。これにより、容器タンク１内の濃縮汚泥の量に対する調
整が実現される。濃縮汚泥に対する該調整が完了すると、第三の制御弁１０ｃが閉止され
る。
【００４４】
　ブロック３０４では、調質工程が行われる。調質工程では、添加剤配管１８上の第二の
制御弁１０ｂが開かれて濃縮汚泥の調質用の添加剤が容器タンク１内に定量的に添加され
ると共に、必要に応じて撹拌装置７が起動され、濃縮汚泥と添加剤が十分に反応するよう
に濃縮後汚泥に対する調質段階での機械撹拌が行われる。汚泥の調質において所望の効果
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が得られた後、第二の制御弁１０ｂが閉止されて撹拌装置７が停止され、調質工程が完了
する。
【００４５】
　ブロック３０５では、濃縮及び調質工程全体が完成すると、汚泥排出管における第一の
制御弁１０ａが開かれ、容器タンク１内の濃縮及び調質後の汚泥が、汚泥排出口３を介し
て一時的な貯留のために例えば汚泥池に排出されるか、又は図示されていない機械的脱水
工程へ直接搬送される。その後、汚泥排出管における第一の制御弁１０ａが閉止されて第
三の制御弁１０ｃが開放され、調整タンク８内に貯留される濃縮汚泥が容器タンク１内に
排出される。容器タンク１内に排出された濃縮汚泥は、汚泥排出口３を介して排出される
か、又は調質工程が行われる。
【００４６】
　また、本発明の一実施形態において、汚泥の濃縮及び調質方法３００は、以下のステッ
プを更に含んでもよい。即ち、前記汚泥の濃縮及び調質装置の下流の各設備から回収され
た汚泥を容器タンク１内に搬送し、回収された汚泥と汚水処理場からの汚泥とを混合させ
、両者の濃縮及び調質処理を一緒に行うステップである。
【００４７】
　なお、濃縮工程が完了した後であって調質工程が開始する前に、凝集濃縮を行ってもよ
い。凝集濃縮を行う主な理由は、汚泥が非常に強い親水性を有し、汚泥における水分と汚
泥粒子の結合力が強いからである。添加剤（例えば凝集剤）を添加することで、汚泥の性
質が変化し、汚泥コロイドの構造が破壊され、水との親和性が低下するため、汚泥の脱水
性が向上し、汚泥と水をより完全に分離させることができる。したがって、濃縮工程にお
いて望ましい濃縮効果が得られなかった場合には、凝集濃縮を行うために、添加剤配管１
８における第二の制御弁１０ｂを開放させて容器タンク１内に凝集剤等の添加剤を投入す
ると共に、必要に応じて撹拌装置を起動させ、撹拌装置による継続的な撹拌によって添加
剤と汚泥を十分に反応させることができる。凝集濃縮よって汚泥の濃度が所望の濃度に達
すると、上記調質工程が行われる。
【００４８】
　本発明に係る汚泥の濃縮及び調質装置、並びに濃縮及び調質工程では、汚泥の搬送及び
濾液の排出は濃縮過程中に連続的に行われ、汚泥と水の分離、沈殿を待つことなく、汚泥
が貯留池内へ継続的に搬送されるため、汚泥の凝集又は濃縮が早くなる。また、汚泥を継
続的に搬送し、容器タンク１の上部に設置される濾過装置によって上部での濾過を行うと
いう構成、すなわち、従来技術において一般的に使用される受動的な自然沈殿の代りに、
汚泥を継続的に送り込んで濾過装置を用いて固液分離を行うことによって汚泥を能動的に
濃縮するという構成により、汚泥の濃縮にかかる時間が大幅に短縮され、予期しない技術
的効果が果たされた。例えば、本発明の装置及び方法によれば、汚泥の濃縮にかかる時間
が本来の１０時間以上から２時間以内にまで短縮される。また、汚泥は非常に強い親水性
を有し、汚泥における水分と汚泥粒子の結合力が強い。そこで、添加剤を添加することに
より、汚泥の性質が変化し、汚泥コロイドの構造が破壊され、水との親和性が低下するた
め、汚泥の脱水性が向上し、汚泥と水をより完全に分離させることができる。更に、濃縮
汚泥調整装置を採用することにより、調質が始まる前に、汚泥の濃縮及び調質装置Ａの容
器タンク１内の濃縮汚泥の量を調質に対する要求に応じて調節することが可能となり、満
足の行く調質効果を得ることができる。濃縮汚泥調整装置の調整タンク８が、容器タンク
１を囲むように配置されることにより、本発明に係る汚泥の濃縮及び調質装置は構造がコ
ンパクトで所要面積が小さい。これは、本発明に係る汚泥の濃縮及び調質装置を実現する
上で非常に有利である。
【００４９】
　上述した実施形態は本発明の好ましい実施形態であり、本発明の全ての実施形態を示す
ものではなく、本発明の上述した実施形態に基づくいかなる変形又は修正もすべて本発明
の概念の範囲内に含まれることは、当業者であれば認識すべきである。
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